



















































で結合したアニオン性 N-ヘテロ環状カルベン配位子を有する 5 価の各種イミド配位バナジ
ウム－ジクロリド錯体の合成･同定に成功し、トリアルキルアルミニウム助触媒存在下で
あってもエチレン重合に高い触媒活性を示すことを明かにした。 
以上の成果は学術的・実用的に極めて興味深く、今後の展開が大いに期待される。既に
主要な成果が学術論文として受理され、国内外で開催の国際会議で成果を発表している。 
以上の理由により、本研究は博士（理学）の学位に十分値するものと判定した。 
 
 
４ 最終試験の結果 
本学の学位規則に従って最終試験を行った。公開の席上で論文内容の発表を行い、分
子物質化学専攻教員による質疑応答をもって論文および関連分野についての試験とし、
合格と判定した。 
 
 
